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概要：概要：概要：概要：

ネッ ト ワークの俊敏性は、 変化するネッ

ト ワーク環境に適合し、 迅速かつ巧みに

好機をつかむ能力の目安とな り ます。

Cisco IOS® ソフ ト ウェアを使用する と、

インテ リジェン ト なネッ ト ワーク  サービ

スによって、 新しいインターネッ ト  アプ

リ ケーシ ョ ンをすばやく確実に展開でき

ます。

Cisco IOS ソフ ト ウェアは、 インターネッ

トの中核を成すものです。 世界中のビジ

ネス通信および e- コマース アクティ ビ

ティの多くは、 Cisco IOS ソフ ト ウェアの

インテ リジェン ト なパケッ ト転送、 セ

キュ リ ティ、 ネッ ト ワーク管理機能に依

存しています。 事実、 今日のほとんどす

べてのインターネッ ト  ト ラフ ィ ッ クは、

シスコシステムズのネッ ト ワーク機器を

経由しています。

重要点重要点重要点重要点

･ 共通の IP ファブリ ッ クにおけるエン

ドツーエンドのソ リ ューシ ョ ン

･ 高度なテク ノ ロジーが豊富

･ 標準規格 ： Cisco IOS ソフ ト ウェア用

のオープンな基盤

･ ネッ ト ワーク機能拡張のためのコス ト

パフォーマンスに優れたアップグレー

ド

･ 短期間で市場に提供

･ テス ト と品質保証

･ 分散型開発 ： お客様と一致協力した体

制

･ ネッ ト ワークの専門家のためのト レー

ニング
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テク ノ ロジーの概要テク ノ ロジーの概要テク ノ ロジーの概要テク ノ ロジーの概要

問題問題問題問題

インターネッ トの急激な成長によ り、 サービス  プロバイダーおよび機器サプライヤは、 ト ラフ ィ ッ クやユーザ

数の大幅な増加という深刻な問題に直面しています。 差別化された IP サービスの作成や、 これらの新しい付加

価値サービスの市場へ速やかに提供する という要求も高まっています。

また、 他にも  IP をレイヤ 2 にマップする場合の追加コス トの問題や、 よ り効果的なネッ ト ワークの利用方法や

障害への対処方法を見つけ出すのは困難である、 とい う問題があ り ます。 さ らに、 高収益源を確保するには、

個別のサービスに常に適応する必要もあ り ます。

ソ リ ューショ ンソ リ ューショ ンソ リ ューショ ンソ リ ューショ ン

Cisco IOS®MPLS （マルチプロ ト コル ラベル スイ ッチング） は、 スイ ッチングのパフォーマンスにルーティング

のインテ リジェンスを組み合せるこ とによ り、 純粋な IP アーキテクチャのネッ ト ワーク、 IP と  ATM のネッ ト

ワーク、 または他のレイヤ 2 テク ノ ロジーの混在したネッ ト ワークに大きな利益をもたらします。 MPLS テク ノ

ロジーは、 スケーラブルな Virtual Private Network （VPN; バーチャル プライベート  ネッ ト ワーク） およびエン

ドツーエンドの QoS （Quality of Service） の要であ り、 将来の拡張に応えられるよ う、 既存のネッ ト ワークを有

効利用し、 リ ンクやノード障害に対する迅速な修正を可能にします。 このテク ノ ロジーを利用して、 非常にス

ケーラブルで差別化されたエンドツーエンドの IP サービスを、 簡単な構成、 管理、 プロビジ ョ ニングでイン

ターネッ ト  プロバイダーおよび加入者に提供するこ と もできます。

Internet Engineering Task Force （IETF; インターネッ ト技術特別調査委員会） によって公開された MPLS 規格は、

Cisco のタグ スイ ッチングの実装から発展したものです。 タグ スイ ッチングと  MPLS の分野における  Cisco の

リーダーシップと経験から、 サービス プロバイダーや企業ネッ ト ワークに対して、 機能豊富な実装および堅牢

で実績のあるプラ ッ ト フォームを提供します。

MPLS テク ノ ロジーテク ノ ロジーテク ノ ロジーテク ノ ロジー

単一転送メカニズムは、 ラベル スワ ッピングに基づいて、 新しい制御のパラダイムおよびアプリ ケーシ ョ ンの

機会を提供します。 MPLS のラベル転送は、 着信ラベルのルッ クアップで実行されます。 着信ラベルは発信ラベ

ルに交換され、 最終的にネクス ト ホップに送信されます。 ラベルは MPLS ネッ ト ワークのエッジでラベルは 

MPLS ネッ ト ワークのエッジでパケッ トに 1 回だけ付与され、も う一方の MPLS ネッ ト ワークエッジで削除され

ます。 これらのラベルは、 同等クラス （FEC） のグループ化または転送に基づいてパケッ トに割り当てられま

す。 同じ  FEC に属すパケッ トは、 扱い方も同じです。 ラベルは、 レイヤ 2 とレイヤ 3 のヘッダー間 （パケッ ト

環境内）、 あるいは仮想パス識別子 / 仮想チャネル識別子 （VPI/VCI） フ ィールド （ATM ネッ ト ワーク内） で追

加されます。 コア ネッ ト ワークは、 ラベルの読み込み、 適切なサービスの適用、 ラベルに基づいたパケッ トの

転送だけを行います。 この MPLS ルッ クアップおよび転送方式には、 送信先アドレス と送信元アドレスに基づ

き、 ルーティングを明確に制御する機能が備わっているので、 新しい IP サービスを簡単に導入できます。
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アプリ ケーショ ンアプリ ケーショ ンアプリ ケーショ ンアプリ ケーショ ン

企業は、最も完備された MPLS 機能セッ ト を展開するために、 Cisco IOS ソフ ト ウェアに依存します。 Cisco IOS 

ソフ ト ウェア MPLS の最も一般的なアプリ ケーシ ョ ンは、 次のとおりです。

ト ラフ ィ ッ クト ラフ ィ ッ クト ラフ ィ ッ クト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング：エンジニア リ ング：エンジニア リ ング：エンジニア リ ング：MPLS ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ングでは、レイヤ 2 ATM やフレーム リ レー 

ネッ ト ワーク といった ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング機能で、 MPLS のバッ クボーンを拡張できます。

ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ングは、 MPLS メカニズムを通して有効となるため、 特定のパスを介して ト ラ

フ ィ ッ クを誘導できます。 このパスは、 必ずしも最小コス トのパスである とは限り ません。 ネッ ト ワーク管理

者は、 最適な ト ラフ ィ ッ ク分散を確実にし、 ネッ ト ワークの全体の利用効率を高めるために、 ポ リシーを実装

できます。

ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ングの主な機能 ：

･ ト ラフ ィ ッ ク  フローに必要な リ ソース とネッ ト ワークで使用可能な リ ソースに基づき、 ネッ ト ワークを通

過する ト ラフ ィ ッ ク  フローの経路を決定します。

･ ト ラフ ィ ッ ク  フローのパスが ト ラフ ィ ッ ク  フローのリ ソース要件 （制約） を満たす最短パス となる 「制約

ベースのルーティング」 を行います。

･ 明示的な経路を設定するネッ ト ワーク  デバイスを手動で設定する必要がなくな り ます。 代わりに、 MPLS ト

ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング機能を頼りに、 バッ クボーン ト ポロジと自動シグナリ ング プロセスを理解で

きます。

･ バッ クボーンを越えて明示的な経路を決定する際に、 リ ンク帯域幅と ト ラフ ィ ッ ク  フローのサイズを明確

にします。

帯域幅サービスを保証された MPLS帯域幅サービスを保証された MPLS帯域幅サービスを保証された MPLS帯域幅サービスを保証された MPLS は、 従来の ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ング メカニズムに付加価値を増大さ

せたものです。 IP QoS テク ノ ロジーに MPLS を組み合せ、 ポイン ト  ツー ポイン トの保証などのサービスを 

MPLS 対応のネッ ト ワークで提供します。 MPLS によ り、 サービス プロバイダーは、 回線および帯域が保証され

た割り当てを提供できます。 保証された帯域幅では、 音声やデータなどの 「プレ ミ アム」 および 「ベス ト  エ

フォート型」 ト ラフ ィ ッ クに対して、 QoS リ ソースの分散されたブッ クキーピングを可能にします。

ファース ト  リルート （FRR） ：ファース ト  リルート （FRR） ：ファース ト  リルート （FRR） ：ファース ト  リルート （FRR） ： ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア リ ングは、 telco およびインターネッ ト  サービス プロバ

イダーのバッ クボーンに必要不可欠です。 どちらのバッ クボーンも、 利用頻度の高い伝送機能をサポートする

必要があるため、 ネッ ト ワークが リ ンクやノードの障害に耐えられる、 復元力が必要です。 FRR は、 ノードま

たはリ ンクに障害が発生した場合に、 きわめて迅速に復旧できます。 このよ うに迅速に回復するこ とによ り、

エンドユーザのアプリ ケーシ ョ ンでタイムアウ トの発生やデータの損失を防ぐこ とができます。

MPLS VPNMPLS VPNMPLS VPNMPLS VPN は、 従来の IP VPN と比較して、 サービスの配備を大幅に単純化します。 経路やお客様の数が増加す

るにしたがい、 レイヤ 2 テク ノ ロジーと同レベルのプライバシーを提供しながら、 MPLS VPN を容易に拡張で

きます。 また、 パブ リ ッ ク  ド メ インを越えて、 一意でない IP アドレスを転送するこ と もできます。 次に、

MPLS の一般的な利点を示しますが、 特に MPLS VPN に焦点を絞り ます。

- スケーラビ リティ ： 今日展開されているほとんどの VPN では 0、 キャ リ ア ネッ ト ワーク内に、 フレーム リ

レーを使用したレイヤ 2 または ATM Permanent Virtual Circuit （PVC; 相手先固定回線接続） でポイン ト  ツー 
ポイン ト  ネッ ト ワークを構築する必要があ り ます。 プロバイダーの WAN 内に、 フルメ ッシュの仮想回線を

確立し、 管理しなければならないとなる と、 新しいサイ ト を迅速かつ大量に追加するこ とが困難になり ま

す。
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MPLS VPN では、 フルメ ッシュのレイヤ 2 PVC ネッ ト ワークを構築しなくても、 すべてのサイ トで any-to-any

（フルメ ッシュ） の通信をサポート しています。

- プライベート  アドレス  スペース ： MPLS VPN には、 VPN の接続に関して、 ネッ ト ワーク  ベースのソ

リ ューシ ョ ンが用意されています。 つま り、 1 つのサイ トから別のサイ トに ト ンネルの設定を行う必要はあ

り ません。 サイ トでは、 プロバイダーのネッ ト ワークを経由して接続するのに Network Address Translation
（NAT; ネッ ト ワーク  アドレス変換） を必要とせず、 パブリ ッ クまたはプライベートの IP アドレスを使用で

きます。 したがって、 他のどの方法よ り も優れたセキュ リティを確保できます。

- IP と  ATM の統合 ： BPX ® 8650 などのラベル スイ ッチ ルータ （LSR） を使用して MPLS VPN をセッ ト アッ

プする と、 IP のスケーラブルでコネクシ ョ ンレス型サービスの機能に ATM のパフォーマンス と ト ラフ ィ ッ

ク管理機能が加わり、 IP ネッ ト ワーク と  ATM ネッ ト ワークがシームレスに統合され、 オーバーレイ  ネッ ト

ワークに比べ管理が容易になり ます。

- セキュ リティ ： MPLS プロ ト コルは、 フレーム リ レー ネッ ト ワークで個別の仮想回線のプライバシーが確

実に保護されるのと同じ要領で、 個別の VPN のト ラフ ィ ッ クを完全に分離します。

- 中央集中型サービス ： VPN をレイヤ 3 で構築する と、 VPN のユーザのグループに、 他のレイヤ 3 サービス

を設定できる という利点も追加されます。

VPN は、サービス プロバイダーにユーザをイン ト ラネッ ト  サービスにプライベートに接続する メカニズムだけ

でなく、 対象となるお客様に対して付加価値サービスを柔軟に実現する方法も提供する必要があ り ます。 お客

様は、 イン ト ラネッ トやエクス ト ラネッ トでサービスをプライベートに使用するこ とを希望するため、 スケー

ラビ リティは非常に重要です。

さ らに、 MPLS VPN はプライベート  イン ト ラネッ ト と考えられるので、 次のよ う な新しい IP サービスを容易に

利用できます。

･ QoS （Quality of Service）

･ VPN 内でのテレフォニー サポート

･ コンテンツや VPN への Web ホスティングなどの中央集中型サービス

お客様ごとに特化したサービスを、 無数に組み合せてカスタマイズできます。 たとえば、 IP マルチキャス ト を

低遅延のサービス ク ラスに組み合せる と、 ビデオ会議をイン ト ラネッ ト内で容易に実施できます。

MPLS CoS （class of Service） ：MPLS CoS （class of Service） ：MPLS CoS （class of Service） ：MPLS CoS （class of Service） ： この重大な機能によ り、 重要な ト ラフ ィ ッ クに適切なプライオリティがネッ ト

ワーク上で与えられ、 遅延要件を確実に満たします。 IP QoS のメカニズムは、 MPLS 環境でシームレスに実装

できます。

MPLS の CoS 機能を使用する と、 ネッ ト ワーク管理者は差別化されたサービスタイプを MPLS ネッ ト ワーク全

体にわたって提供できます。 差別化サービスを利用する と、 プロバイダーは、 パケッ トに DiffServ Code Point

（DSCP） でマークし、 そのパケッ ト を適切に取り扱う こ とによ り、 広範囲にわたるサービスを提供できます。

差別化サービスの提供の際に、 MPLS CoS は、 パケッ トの分類、 輻輳の回避、 および輻輳の管理を実現します。

すべての IP QoS メカニズムでは、 MPLS 環境を透過的に利用できます。 したがって、 サービス プロバイダー

は、 エンドツーエンドの QoS 保証を IP 環境で提供できます。



Cisco Systems, Inc.
All contents are Copyright © 1992–2002 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. Important Notices and Privacy Statement.

Page 5 of 6

Any Transport over MPLS（（（（ AToM））））

MPLS ネッ ト ワークのコアはラベル スイ ッチング メカニズムを使用するので、 この機能を活用して、 フレーム

リ レー、 ATM、 あるいは単なるポイン ト  ツー ポイン ト方式のイーサネッ ト などの任意のプロ ト コルを、 サービ

ス プロバイダーのクラウ ド全体にわたって A サイ トから  B サイ トに転送できます。 この機能を使用する と、

サービス プロバイダーは、 フレーム リ レーや ATM などの従来のデータ  サービスを MPLS ベースのネッ ト ワー

クでお客様に提供できます。

MPLS 上のイーサネッ ト などのサービスは、 セキュ リ ティを維持したまま透過的な LAN サービスや LAN プロ ト

コルのサポート を提供できる、 メ ト ロポ リ タン市場をサービス  プロバイダーが獲得するための鍵とな り得ま

す。

要約要約要約要約

Cisco IOS MPLS によ り、 新しいアーキテクチャのパラダイムが導入されます。 MPLS 環境では、 コン ト ロール 

プレーンと転送プレーンが分離しているので、 これまでの IP 環境で不可能だった数々の利点が得られるよ うに

な り ました。

このよ うなパラダイムは、 Time-Division Multiplexing （TDM; 時分割多重） スイ ッチやオプティカル スイ ッチに

容易に適用できます。 これらのスイ ッチでは、 TDM が相互接続しているか、 または MPLS コン ト ロール プレー

ンを使用してオプティカル波長を設定できます。 TDM （時分割多重） チャネルまたはオプティカル波長は、 ラ

ベル スイ ッチング パスを明示するよ うにな り ました。 このパラダイムを使用する と、 ルータ、 ATM スイ ッチ、

TDM （時分割多重） 相互接続、 オプティカル相互接続を使用して、 シームレスなネッ ト ワークを構築できます。

ネッ ト ワーク全体で 1 つのメカニズムを使用して LSP を設定、 削除するため、 VPN、 ト ラフ ィ ッ ク  エンジニア

リ ング、 FRR、 Any Transport over MPLS （AToM） など MPLS ベースのサービスが拡張できるよ うになっていま

す。

Cisco IOS MPLS ： 主な機能と利点

機能機能機能機能 利点利点利点利点

業界標準規格業界標準規格業界標準規格業界標準規格 • オープンで異機種の導入をサポート

• 容易な相互運用性

新しい新しい新しい新しい IP+ATM ネッ ト ワークネッ ト ワークネッ ト ワークネッ ト ワーク  モデルモデルモデルモデル • IP over ATM と比較して、 複雑性を緩和

• IP のスケーラビ リ テ ィ を向上

分離されたコン ト ロール分離されたコン ト ロール分離されたコン ト ロール分離されたコン ト ロール プレーンとプレーンとプレーンとプレーンと
転送プレーン転送プレーン転送プレーン転送プレーン

• 単一転送メカニズムは、 新しい制御のパラダイムおよびアプ リ ケーシ ョ
ンの機会を提供

明示的なデータ転送 ： 端末装置明示的なデータ転送 ： 端末装置明示的なデータ転送 ： 端末装置明示的なデータ転送 ： 端末装置

（（（（TE）、 保証帯域幅 （）、 保証帯域幅 （）、 保証帯域幅 （）、 保証帯域幅 （GB）、 フレーム）、 フレーム）、 フレーム）、 フレーム
リ レーリ レーリ レーリ レー

• ト ラフ ィ ッ クおよびリルート  パケッ トのよ り よい制御機能を提供

• 遅延に影響されやすいアプ リ ケーシ ョ ンに対して、 パケッ トの明示的な
パス転送と幅域割り当てを可能

• 障害復旧を迅速に実行

スケーラブルなスケーラブルなスケーラブルなスケーラブルな VPN サービスサービスサービスサービス • 「1 回の構築で何度でも販売できる」 モデルを提供

• 非常にスケーラブルなルーティングを提供し、 ネッ ト ワーク  リ ソースの

使用を最適化

Cisco タグタグタグタグ スイ ッチングから開発スイ ッチングから開発スイ ッチングから開発スイ ッチングから開発 • 最も完備された MPLS 機能セッ ト を提供

• MPLS における  Cisco の リーダーシップと経験が実証された機能
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Cisco IOS のリ リース  12.1 以降のバージ ョ ンにはすべて、 MPLS 機能が備わっています。

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

Cisco IOS MPLS テク ノ ロジーに関するその他の情報については、 http://www.cisco.com/go/mpls/ を参照するか、 お近くのシスコ担当者

までご連絡ください。
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